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か
ら
も
希
望
し
、
今
回
開
催
が
叶
っ
た
も
の
で
す
。
本
年
度
の
開
催
地
と
し
て
お
話
を
い
た

だ
い
た
の
は
昨
年
の
春
。
春
日
井
市
制
80
周
年
記
念
と
し
て
古
谷
稔
先
生
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
紹
介
す
る
特
別
展
を
準
備
し
て
い
る
と
き
で
し
た
。
な
ん
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
。
古
谷
先

生
は
記
念
講
演
の
ご
挨
拶
で
も
「
ひ
っ
そ
り
と
開
催
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
が
、「
学
会
？
」
と
驚
か
れ
な
が
ら
も
特
別
展
会
期
を
大
会
と
合
わ
せ
る
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
と
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
の
記
念
講
演
も
古
谷
先
生
の
特
別
展
を
テ
ー

マ
と
す
る
も
の
に
決
定
し
、
特
別
展
「
人
と
書
～
日
本
の
書
の
息
吹
～
」（
会
期
：
令
和
５

年
９
月
23
日
～
10
月
29
日
）
は
、
常
に
大
会
を
意
識
し
つ
つ
企
画
開
催
し
た
展
覧
会
と
い
え

ま
す
。

　

「
書
は
人
の
こ
こ
ろ
を
映
す
。
昔
か
ら
今
に
書
き
継
が
れ
て
き
た
書
を
見
わ
た
す
と
、
日

本
の
歴
史
、
文
化
、
人
が
み
え
て
く
る
。」
を
展
覧
会
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
、
平
安
時
代
か
ら

現
代
ま
で
の
日
本
の
書
の
流
れ
を
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
。
展
覧
会
会

場
で
あ
る
道
風
記
念
館
は
、
研
究
発
表
の
お
こ
な
わ
れ
た
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
と
は
車

で
15
分
ほ
ど
離
れ
て
お
り
、
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
大
会
両
日
に
わ
た
っ
て

大
勢
の
先
生
方
に
ご
観
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
本
大
会
で
は
、
春
日
井
で
公
募
し
た
一
般
応
募
者
に
も
研
究
発
表
及
び
記
念
講
演
の

聴
講
を
お
許
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
者
は
、
地
元
の
書
家
や
書
学
に
熱
心
で
道
風
記
念

館
に
よ
く
ご
来
館
い
た
だ
く
書
の
愛
好
家
で
す
。
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
る
た
め
た
い
へ
ん

喜
ば
れ
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聴
講
す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

春
日
井
市
は
小
野
道
風
の
誕
生
伝
説
が
あ
る
こ
と
か
ら
書
が
盛
ん
な
土
地
柄
と
な
り
、「
書

の
ま
ち
春
日
井
」
と
し
て
書
の
文
化
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。
道
風
の
誕
生
伝
説
地
に
位
置

す
る
道
風
記
念
館
は
昭
和
56
年
に
建
ち
、
道
風
を
始
め
様
々
な
書
を
紹
介
す
る
書
の
美
術
館

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
春
日
井
で
書
学
書
道
史
学
会
の
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
は
、
書
の
ま
ち
と
し
て
有
意
義
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
心
よ
り
の
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

（
春
日
井
市
道
風
記
念
館

学
芸
員
）
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第
33
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
を
終
え
て

鈴
川
　
宏
美

　

令
和
５
年
10
月
28
日
（
土
）・
29
日

（
日
）、
春
日
井
市
道
風
記
念
館
及
び
文

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
・
視
聴
覚
ホ
ー

ル
を
会
場
と
し
て
第
33
回
書
学
書
道
史

学
会
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
日

と
も
に
天
候
に
恵
ま
れ
、
明
る
い
青
空

が
本
大
会
の
印
象
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。昨

年
に
引
き
続
き
、
今
回
の
大
会
も

対
面
に
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
加
え
て
実

施
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
90
名
の

先
生
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
大
会
会
場
の
候
補
に
挙

げ
て
い
た
だ
い
て
い
た
な
か
、
こ
ち
ら
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第
33
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
で
は
、
本
学
会
の
名
誉
会
員
で
あ
る
古
谷
稔
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
古
谷
稔
先
生
は
、
東
京
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
、
春
日
井
市
道
風
記
念
館
顧
問
を
務
め
ら
れ
、

日
本
書
道
史
を
中
心
に
著
書
を
多
数
出
版
、
日
本
書
道
史
研
究
に
お
い
て
多
大
な
ご
功
績
を
上
げ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
古
谷
先
生
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
豊
富
な
資
料
を
紹
介
し
な
が
ら
、
法
性
寺
流

を
書
道
史
上
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
く
か
と
い
う
テ
ー
マ
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
要
旨
は
以
下

の
通
り
で
す
。

◆
書
流
系
譜
か
ら
見
た
日
本
の
書
流

　

書
流
と
い
う
概
念
は
日
本
独
特
の
も
の
で
、
中
国
書
法
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
言
葉
は
、「
弘
法
大

師
書
流
系
図
」
で
最
初
に
使
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
法
性
寺
流
の
祖
で
あ
る
藤
原
忠
通
の
系
譜
を
「
弘
法

大
師
書
流
系
図
」
で
遡
っ
て
い
く
と
、
藤
原
佐
理
か
ら
源
兼
行
、
さ
ら
に
藤
原
教
長
と
い
う
系
列
か
ら

忠
通
へ
と
流
れ
て
い
く
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
後
の
書
流
に
つ
い
て
、「
古
筆
流
儀
分
」
の
系
図
を

見
る
と
、
大
師
流
は
空
海
、
そ
の
後
の
上
代
流
は
貫
之
・
道
風
、
そ
し
て
法
性
寺
流
は
忠
通
。
そ
れ
に

続
い
て
後
京
極
流
の
良
経
。
の
ち
に
定
家
流
の
京
極
黄
門
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
法
性
寺
流

は
突
如
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
師
流
か
ら
上
代
流
を
通
過
し
て
生
ま
れ
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
は
良
経
の
後
京
極
流
へ
と
連
な
り
、
さ
ら
に
定
家
流
が
生
ま
れ
る
。
そ
う
い
っ

た
見
方
が
で
き
ま
す
。

◆
尊
円
親
王
『
入
木
抄
』
に
お
け
る
書
流
の
見
方

　

『
入
木
抄
』
に
は
、「
本
朝
一
躰
な
れ
ど
も
時
代
に
付
て
筆
躰
分
明
事
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
節
を

岩
波
本
『
日
本
思
想
大
系
』
の
注
で
は
、「
我
が
国
の
書
道
史
」
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
書
の
流
れ
を

尊
円
親
王
は
こ
の
よ
う
に
概
観
し
て
い
て
、
こ
れ
が
尊
円
親
王
の
書
道
史
観
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
流
派
を
指
し
て
、「
書
流
」
と
い
い
ま
す
が
、
書
の
流
れ
、
つ
ま
り
書
道
史
に
つ
い
て
も
「
書

流
」
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
は
、「
筆
道
流
儀
分
」
で
、
大
師
流
な
ど
の
三
筆
を
通
過
し
て
三
蹟
、
と
い
う

古
谷
稔
先
生

　「
日
本
の
書
流
―
法
性
寺
流
を
中
心
に
―
」

　
　
　
記
念
講
演
会
報
告

よ
う
な
書
の
流
れ
を
指
し
ま
す
。
尊
円
親
王
が
そ
の
考
え
方
を
示
し
た
の
が
、
こ
の
「
本
朝
一
躰
な
れ

ど
も
時
代
に
付
て
筆
躰
分
明
事
」
で
す
。

◆
法
性
寺
流
の
書
風
確
立
と
影
響
基
盤

　

藤
原
行
成
の
４
代
目
定
実
・
５
代
目
定
信
あ
た
り
が
活
躍
し
た
時
期
に
は
、
日
本
の
料
紙
工
芸
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
ま
し
た
。
時
代
と
と
も
に
優
美
な
王
朝
様
式
が
色
彩
豊
か
な
も
の
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

３
代
目
伊
房
筆
「
藍
紙
本
万
葉
集
」
は
力
強
く
、
中
国
の
宋
代
の
趣
を
思
わ
せ
る
勢
い
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
傾
向
が
12
世
紀
に
入
る
と
だ
ん
だ
ん
と
強
さ
の
あ
る
藤
原
忠
通
の
法
性
寺
流
の
よ
う
な
雰
囲
気
に

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
伝
忠
通
筆
「
和
漢
朗
詠
集
抄
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
好
例
と
い
え
ま
す
。
宋
代
さ
ら

に
唐
代
の
中
国
書
法
の
影
響
が
窺
え
ま
す
。

◆
料
紙
装
飾
と
書
道
史
上
の
位
置
付
け

　

時
代
を
判
定
す
る
一
つ
の
目
安
と
し
て
、
時
代
の
特
徴
を
示
す
料
紙
装
飾
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
金

銀
切
箔
、
霞
引
き
な
ど
は
、
行
成
の
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
様
式
が
い
つ
定

着
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
金
銀
切
箔
は
12
世
紀
後
半
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
は
じ
め
、

伝
忠
通
筆
の
「
和
漢
朗
詠
集
抄
」
な
ど
に
見
え
、
さ
ら
に
13
世
紀
に
入
り
、「
紫
式
部
日
記
絵
巻
」
と
い

う
よ
う
に
、
様
式
が
定
型
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
筆
者
に
つ
い
て
も
重
要
で
す
。
参
考
に

す
べ
き
研
究
資
料
な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も

原
本
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
で
す
。
現
存
す
る
遺
品

を
も
と
に
真
筆
を
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
書
風
に
つ
い
て
で
す
。『
入

木
抄
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
中
心
と
な
る
人

物
を
ほ
の
め
か
し
て
い
ま
す
。
書
風
は
時
代
的
に
も
、

人
物
的
に
お
い
て
も
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
和
歌
と
手
紙
の
よ
う
に
、
書
写
態
度
に
よ
っ
て

同
じ
人
が
書
く
も
の
で
も
書
風
が
変
わ
り
ま
す
。
歌

集
な
ど
の
長
い
も
の
を
書
く
場
合
に
は
、
同
じ
も
の

の
な
か
で
変
化
を
つ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
も
考
慮
し
て
書
き
ぶ
り
を
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

�

（
文
責
／
広
報
局 

村
田
萌
）
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本
年
度
の
総
会
は
、
令
和
５
年
10
月
28
日
（
土
）、
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
視

聴
覚
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
先
立
ち
、
菅
野
智
明
企
画
局
長
の
進

行
の
も
と
大
会
の
開
会
式
が
行
わ
れ
、
続
い
て
河
内
利
治
理
事
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
事
務
局
長
の
司
会
で
進
行
し
ま
し
た
。
最
初
に
、
河
内
理
事
長
よ
り

名
誉
会
員
・
興
膳
宏
氏
の
ご
逝
去
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

審
議
に
お
い
て
は
、
橋
本
貴
朗
会
員
を
議
長
と
し
て
進
め
ら
れ
、
い
ず
れ
の
議
案

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
会
場
の
春
日
井
市
長
・
石
黒
直
樹
様
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◆
審
議
事
項

（
１
）
令
和
４
年
度
会
計
決
算
報
告
、
事
業
・
活
動
報
告
、　

会
計
監
査
報
告
に
つ

い
て�

（
増
田
知
之
会
計
局
長
、
尾
川
明
穂
事
務
局
長
、
丸
山
猶
計
監
事
）

（
２
）
令
和
５
年
度
予
算
案
、
事
業
・
活
動
計
画
案
に
つ
い
て

（
増
田
知
之
会
計
局
長
、
尾
川
明
穂
事
務
局
長
）

◆
報
告
事
項

（
１
）
各
局
報
告

　

①
企
画
局	

（
菅
野
智
明
企
画
局
長
）

　

②
渉
外
局	

（
富
田　

淳
渉
外
局
長
）

　

③
振
興
局	

（
成
田
健
太
郎
振
興
局
長
）

　

④
編
集
局	

（
萱
の
り
子
編
集
局
長
）

　

⑤
広
報
局	

（
髙
橋
利
郎
広
報
局
長
）

　

⑥
会
計
局	

（
増
田
知
之
会
計
局
長
）

　

⑦
事
務
局	

（
尾
川
明
穂
事
務
局
長
）

＊
総
会
で
配
付
し
た
書
類
の
う
ち
、〈
資
料
１
〉「
令
和
４
年
度
収
支
報
告
書
」、〈
資

料
４
〉「
令
和
５
年
度
予
算
案
」（
い
ず
れ
も
備
考
欄
を
除
く
）
を
本
ペ
ー
ジ
に

掲
げ
ま
し
た
。

◆
一
般
会
員

　

柏
木
知
子
（
兵
庫
県
立
美
術
館
）

　

西
村
大
輔
（
奈
良
国
立
大
学
機
構
奈
良
教
育
大
学
）

◆
学
生
会
員

　

陳
錦
清
（
京
都
大
学
大
学
院
）

※
令
和
５
年
４
月
～
12
月
に
申
請
さ
れ
た
方

項 目 決 算 額

収

入

の

部

個人会員会費 2,058,000

団体賛助会費 378,800

大会参加費 106,000

その他の収入 15,291

本年度収入　合計 2,558,091

前年度繰越金 9,444,178

前年度負債 △ 2,581,779

収入合計 9,420,490

支

出

の

部

編集局経費 772,910

「学会展望」準備費 99,000

渉外局経費 66,000

企画局経費 44,000

大会運営費（企画局） 298,291

例会運営費（企画局） 0

講師謝金費（企画局） 203,857

振興局経費 300,000

会報編集費（広報局） 56,939

ホームページ委託費（広報局） 220,000

会議費 5,500

選挙管理委員会費 0

名簿作成発行費 0

通信費 200,506

事務消耗品備品費 94,605

事務委託費 799,030

会計士人件費 55,000

東洋学・アジア研究連絡協議会 2,000

予備費 0

本年度経費　合計 3,217,638

次年度繰越金 8,211,298

本年度未払金 △ 2,008,446

支出合計 9,420,490

項 目 予 算 額

収

入

の

部

個人会員会費 2,500,000

団体賛助会費 500,000

大会参加費 100,000

その他の収入 0

本年度収入　合計 3,100,000

前年度繰越金 6,202,852

収入合計 9,302,852

支

出

の

部

編集局経費 750,000

「学会展望」準備費 100,000

渉外局経費 100,000

企画局経費 50,000

大会運営費（企画局） 300,000

例会運営費（企画局） 100,000

講師謝金費（企画局） 100,000

振興局経費 0

会報編集費（広報局） 100,000

ホームページ委託費（広報局） 220,000

会議費 30,000

選挙管理委員会費 100,000

名簿作成発行費 150,000

通信費 150,000

事務消耗品 100,000

事務委託費 800,000

会計士人件費 55,000

東洋学・アジア研究連絡協議会 2,000

日本書道文化協会 30,000

予備費 6,065,852

本年度経費　合計 3,237,000

次年度繰越金 0

支出合計 9,302,852

令和 4年度会計決算報告書

（2022 年 4 月 1 日～ 2023 年 3 月 31 日）

令和 5年度予算案

（2023 年 4 月 1 日～ 2024 年 3 月 31 日） 令
和
５
年
度
総
会
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

事 

務 

局

新
入
会
員
紹
介　
　
　
　
　
　
　
　
　

          

事 

務 

局
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◆
企
画
局

次
年
度
の
大
会
・
例
会
に
つ
い
て

　

次
年
度
の
例
会
は
、
上
掲
の
「
研
究
発
表
者
募
集
要
項
」
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
大
会
は
10
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）
に

東
京
都
の
大
東
文
化
大
学
で
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
次
号
の
会
報
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。�

（
局
長　

菅
野
智
明
）

◆
渉
外
局

学
会
誌
32
号
Ｊ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
登
載

　

３
月
31
日
に
学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』
32
号
（
２
０
２
２
年

10
月
31
日
刊
行
）
を
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

運
営
の
Ｊ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
）
に
登
載
し
ま
し
た
。

論
文
８
件
の
ほ
か
、
学
界
展
望
や
書
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
・
学
術
会
議
・
展
覧
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

登
録
無
形
文
化
財｢

書
道｣

特
別
揮
毫
会
、
第
67
回
国
際
東
方
学

者
会
議
、
第
４
回
中
国
文
化
研
究
国
際
論
壇
、
大
阪
大
学
総
合
学
術

博
物
館｢

石
濵
純
太
郎
展｣

、
石
川
県
立
美
術
館
「
皇
居
三
の
丸
尚
蔵

館
収
蔵
品
展
」、
北
京
・
故
宮
博
物
院
「
宋
拓
魅
力
─
─
碑
帖
珍
本
特

展
」、「
北
宋
書
画
精
華
」
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
情
報
を

ご
案
内
し
ま
し
た
。�

（
局
長　

富
田　

淳
）

◆
振
興
局

研
究
促
進
助
成
金
制
度
に
つ
い
て　

　

２
０
２
３
年
度
の
募
集
に
お
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
研
究
計
画
書

の
申
請
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
度
は
多
数
の
申
請
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
採
択
者
（
土
屋
明
美
会
員
）
の
終
了

報
告
書
に
相
当
す
る
「
経
費
執
行
報
告
書
（
含
む
領
収
書
）」
を
受
領
し
、

適
正
に
経
費
を
執
行
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
２
０
２
２
年

度
採
択
者
（
仲
村
康
太
郎
会
員
）
の
「
中
間
報
告
書
」
を
受
理
し
ま
し
た
。

研
究
計
画
を
適
正
に
遂
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
会
員
研
究
発
表
旅
費
補
助
制
度
の
新
設
に
つ
い
て

　

２
０
２
３
年
10
月
28
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、「
学
生
会
員
研
究
発

表
旅
費
補
助
制
度
」
の
新
設
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
会
の
大
会

等
に
対
面
参
加
し
て
研
究
発
表
を
行
う
学
生
会
員
に
対
し
て
、
必
要

な
旅
費
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。
詳
細
は
本
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

順
次
公
開
し
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。�

（
局
長　

成
田
健
太
郎
）

　

次
年
度
の
例
会
は
、
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
員
各
位
に
は
、
日
頃
の
研
究
成
果
を
意
欲
的
か
つ
積
極
的
に
発
表
い
た
だ
き
た
く
、

左
記
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
次
年
度
の
例
会
も
、
外
部
の
講
師
に
よ
る
講
演
を
併
催
す
る
予
定
で
す
。

記

①��

開
催
日
／
方
法
…
２
０
２
４
年
７
月
７
日
（
日
）
午
後
／
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
と
し
ま
す
。
そ
れ
に
応
じ
た
Ｉ
Ｔ
機
器
を
扱
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

②
発
表
者
数
／
時
間
…
３
名
程
度
／
各
30
～
45
分
（
発
表
20
～
30
分
、
質
疑
応
答
10
～
15
分
）

　

�

昨
年
度
と
同
様
に
、
必
要
に
応
じ
大
会
で
の
研
究
発
表
よ
り
も
発
表
時
間
や
質
疑
応
答
の
時
間
を
長
め
に
確
保
し
、
議
論
を
深
め
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。
発
表
時
間
は
右
記
の
範
囲
で
希
望
者
各
位
と
個
別
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③�

申
込
方
法
…
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
左
記
事
務
局
宛
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
件
名
に
は
必
ず
「
書
学
書
道
史
学
会
例
会
発
表
申
込
（
※
発
表
希
望
者

氏
名
を
付
す
）」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
本
文
の
冒
頭
に
「
所
属
・
氏
名
・
連
絡
先
」
を
記
し
た
の
ち
に
、
発
表
内
容
の
題
目
お
よ
び
発

表
内
容
の
要
旨
を
レ
ジ
ュ
メ
（
８
０
０
字
程
度
）
に
ま
と
め
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

④��

レ
ジ
ュ
メ
…
原
則
と
し
て
、
ワ
ー
プ
ロ
（
テ
キ
ス
ト
形
式
、Word

フ
ァ
イ
ル
形
式
の
い
ず
れ
か
）
で
作
成
し
、
申
込
時
の
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
フ
ァ
イ

ル
を
添
付
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
申
込
締
切
…
２
月
29
日
（
木
）
必
着

⑥�

発
表
者
の
決
定
と
連
絡
…
３
月
中
旬
に
開
催
予
定
の
理
事
会
に
て
協
議
・
決
定
し
、
採
否
の
結
果
は
個
別
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。

⑦�

レ
ジ
ュ
メ
集
の
公
開
…
５
月
発
行
予
定
の
『
会
報
』
47
号
に
て
公
開
し
ま
す
。
こ
の
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
出
い
た
し
ま
す
。

※
注
記

・�

例
会
の
発
表
者
に
つ
い
て
は
、
学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
34
号
へ
の
投
稿
申
込
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
改
め
て
学
会

誌
へ
の
投
稿
申
込
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

学
会
誌
へ
の
論
文
投
稿
締
切
は
、
令
和
７
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
投
稿
後
、
原
稿
掲
載
の
採
否
は
論
文
査
読
委
員
会
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

書
学
書
道
史
学
会
事
務
局

　
　
　

〒
１
０
０
―
０
０
０
３ 

東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
１
―
１
―
１ 

パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
７
Ｆ 

（
株
）
毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
―
６
２
６
７
―
４
５
５
０ 　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
―
６
２
６
７
―
４
５
５
５

　
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：maf-syogaku@mynavi.jp

＊
な
お
、
事
務
局
（
㈱
毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
）
へ
の
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
に
伴
い
、

後
日
の
ご
連
絡
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
４
年
度 

書
学
書
道
史
学
会
例
会 

研
究
発
表
者
募
集
要
項　
　
　
　
　
　
　
　

企 

画 

局

各
局
報
告
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◆
編
集
局

『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
33
号
の
刊
行
に
つ
い
て

　

２
０
２
３
年
10
月
31
日
付
け
で
『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
33
号
を

刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
論
文
５
編
、
特
集
「
西
林
昭
一
先
生
の
ご
功

労
」、
盛
岡
大
会
記
念
講
演
録
「
祖
父
・
清
六
か
ら
聞
い
た
兄
、
宮
沢

賢
治
」、「
展
望
論
文
」、「
書
評
」「
新
刊
紹
介
」
を
収
録
し
て
お
り
ま
す
。

ご
執
筆
な
ら
び
に
論
文
査
読
を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
位
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。�

『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
34
号
編
集
に
向
け
て

・
投
稿
申
し
込
み
は
、
２
０
２
３
年
12
月
31
日
で
締
め
切
り
（
要
概
要

送
付
）
ま
し
た
。

・「
書
評
」
も
し
く
は
「
新
刊
紹
介
」
…
本
誌
で
取
り
上
げ
る
べ
き
書

籍
の
推
薦
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
複
数
の
著
作
候
補
が

届
い
た
場
合
に
は
、
編
集
局
で
対
象
本
を
検
討
し
て
決
定
い
た
し

ま
す
。

「
投
稿
規
定
」「
執
筆
要
領
」
改
定
の
お
知
ら
せ

　

第
33
回
大
会
総
会
に
お
い
て
、『
書
学
書
道
史
研
究
』「
投
稿
規
定
・

執
筆
要
領
」
の
一
部
改
定
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。「
論
文
」「
研
究
ノ
ー

ト
」
を
は
じ
め
と
す
る
原
稿
の
性
格
、
投
稿
前
の
原
稿
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
な
ど
、従
来
と
異
な
る
点
が
ご
ざ
い
ま
す
。
改
定
さ
れ
た
事
項
は
、

本
誌
第
34
号
へ
の
投
稿
原
稿
よ
り
適
用
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
（
総
会
配
布
資
料
お
よ
び
「
投
稿
規
定
・

執
筆
要
領
」）
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

投
稿
に
あ
た
っ
て
は
、最
新
版
「
投
稿
規
定
・
執
筆
要
領
」
お
よ
び
「
別

紙
様
式
」
に
基
づ
い
て
、
様
式
に
沿
っ
た
原
稿
作
成
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

（
局
長　

萱
の
り
子
）

◆
事
務
局

第
18
期
役
員
選
出
選
挙
に
つ
い
て　

　

本
学
会
の
現
第
17
期
役
員
会
（
理
事
・
監
事
）
は
、
令
和
６
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
任
期
（
２
年
）
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に

第
18
期
役
員
選
出
の
た
め
に
選
挙
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
来
月
発
送
す
る
「
役
員
改
選
選
挙
の
告
示
と
投
票
に
つ
い
て
」

に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
学

会
創
設
以
来
、
守
り
続
け
て
い
る
民
主
的
運
営
の
美
風
を
堅
持
す
る

た
め
に
も
、
す
べ
て
の
会
員
に
よ
る
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
第
17
期
役
員
会
発
足
時

に
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
、
以
下
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構

成
、
お
よ
び
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

〔
選
挙
管
理
委
員
会
〕　

　

委
員
長　

小
川
博
章　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

委　

員　

髙
橋
佑
太　

六
人
部
克
典　

柳
田
さ
や
か

（
以
上
、
理
事
・
監
事
枠
よ
り
４
名
）

　
　
　
　
　

亀
澤
孝
幸　

野
中
直
之�

 

（
以
上
、
会
員
枠
よ
り
２
名
）

会
員
名
簿
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
18
期
役
員
選
出
選
挙
に
あ
た
り
、「
会
員
名
簿
」
を
発
行
し
ま
す
。

６
月
・
７
月
に
は
、
会
員
各
位
に
登
録
デ
ー
タ
の
ご
確
認
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
は
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

選
挙
関
連
の
発
送
物
と
あ
わ
せ
て
、
来
月
お
届
け
の
予
定
で
す
。

　

名
簿
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
情
報
提
供
は
、
本
会
報
４
面
の
お

問
い
合
わ
せ
先
（
担
当
：
北
川
瑞
季
氏
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

修
了
な
ど
に
よ
り
学
籍
を
離
れ
る
予
定
の
方
へ

　

本
学
会
で
は
、学
生
会
員
の
「
有
期
会
員
制
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

「
会
員
変
更
申
込
書
」
の
提
出
に
よ
り
一
般
会
員
資
格
の
付
与
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
春
に
学
籍
を
離
れ
る
場
合
は
、
必
ず
ご
提
出

く
だ
さ
い
。「
会
員
変
更
申
込
書
」
は
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
な
お
、申
込
書
下
部
の「
紹
介
会
員
氏
名
」「
役

員
推
薦
氏
名
」「
理
事
会
承
認
」
各
欄
の
記
入
は
不
要
で
す
。
書
類
送

付
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
会
報
４
面
の
お
問
い
合
わ
せ
先
（
担
当
：

北
川
瑞
季
氏
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
事
業
・
活
動
報
告

４
月
10
日	
第
１
回
常
任
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

４
月
24
日	
第
１
回
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

５
月
15
日	

第
43
号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

６
月
１
日	

「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
申
請
受
付
（
～
７
日
）

６
月
30
日	

第
32
回
大
会
発
表
申
込
締
切

７
月
１
日	

２
０
２
２
年
度
例
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
）（
～
30
日
）

７
月
5
日	

令
和
３
年
度
決
算
会
計
監
査

７
月
10
日	

第
２
回
常
任
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

８
月
24
日　

	

第
２
回
理
事
会
（
メ
ー
ル
会
議
）

９
月
26
日	

《
大
会
最
終
案
内
》《
大
会
レ
ジ
ュ
メ
集
》
発
行
及
び

発
送

10
月
29
日	

第
３
回
理
事
会
（
定
例
）（
於
盛
岡
大
学
）

　
　
　
　
　

 

令
和
４
年
度
総
会
（
於
盛
岡
大
学
）

　
　
　
　
　

 

第
32
回
大
会
１
日
目
（
於
盛
岡
大
学
）

10
月
30
日	

第
32
回
大
会
２
日
目
（
於
盛
岡
大
学
）

10
月
31
日	

第
32
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
発
行
及
び
発
送

12
月
25
日	

第
４
回
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

12
月
31
日	

第
33
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
申
込
締
切

１
月
15
日	

第
44
号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

２
月
28
日	

２
０
２
３
年
度
例
会
発
表
申
込
締
切

３
月
31
日	

第
33
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
原
稿
締
切

令
和
５
年
度
事
業
・
活
動
計
画

４
月
９
日　

	

第
１
回
常
任
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

４
月
23
日　

	

第
１
回
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）　

５
月
15
日	

第
45
号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

６
月
１
日	

「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
申
請
受
付
（
～
７
日
）

６
月
30
日　

 

第
33
回
大
会
発
表
申
込
締
切

７
月
６
日	

令
和
４
年
度
決
算
会
計
監
査

７
月
９
日　

	

第
２
回
常
任
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

	

２
０
２
３
年
度
例
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
配
信
）

８
月
20
日　

 

第
２
回
理
事
会
（
メ
ー
ル
会
議
）

９
月
15
日　

 

《
大
会
最
終
案
内
》《
大
会
レ
ジ
ュ
メ
集
》
発
行
及
び

発
送

10
月
28
日	

第
３
回
理
事
会
（
定
例
）（
於
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春

日
井
）

	

令
和
５
年
度
総
会
（
於
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
）

	

第
33
回
大
会
１
日
目
（
於
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
）

10
月
29
日	

第
33
回
大
会
２
日
目
（
於
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
）

10
月
31
日	

第
33
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
発
行
及
び
発
送

12
月
22
日　

 

第
４
回
理
事
会
（
メ
ー
ル
会
議
）

12
月
31
日	

第
34
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
申
込
締
切

１
月
15
日	

第
46
号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送（

以
上
は
執
行
済
み
）

２
月
上
旬	

第
17
期
名
簿
・
第
18
期
役
員
選
挙
投
票
通
知
発
送  

２
月
下
旬	

第
18
期
役
員
選
挙
投
票
締
切

２
月
29
日	

２
０
２
４
年
度
例
会
発
表
申
込
締
切

３
月
３
日	

選
挙
選
出
理
事
に
よ
る
緊
急
懇
談
会  

３
月
17
日	

第
17
期
・
第
18
期
新
旧
役
員
合
同
理
事
会
（
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
）

３
月
31
日	

第
34
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
原
稿
締
切

�

（
局
長　

尾
川
明
穂
）
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本
学
会
に
発
足
時
よ
り
参
加
さ
れ
、

二
〇
〇
〇
年
よ
り
二
〇
〇
六
年
ま
で
三
期

六
年
に
わ
た
っ
て
理
事
長
を
務
め
ら
れ
た

興
膳
宏
先
生
に
お
か
れ
て
は
、
二
〇
二
三

年
十
月
十
六
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　

興
膳
先
生
は
、
一
九
三
六
年
福
岡
市

の
お
生
ま
れ
で
、
福
岡
県
立
修
猷
館
高
等
学
校
か
ら
一
九
五
七
年
に
京
都
大
学
文

学
部
に
入
学
さ
れ
、
中
国
語
学
中
国
文
学
を
専
攻
、
一
九
六
一
年
に
大
学
院
に
進

学
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
六
六
年
よ
り
愛
知
教
育
大
学
助
手
、
つ
い
で
講
師
、
助
教

授
、
一
九
七
二
年
よ
り
名
古
屋
大
学
助
教
授
、
一
九
七
四
年
よ
り
京
都
大
学
助
教

授
、
つ
い
で
教
授
と
し
て
奉
職
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
に
退
官
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
二
〇
〇
一
年
よ
り
二
〇
〇
五
年
ま
で
、
京
都
国
立
博
物
館
館
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

ご
研
究
は
初
め
嵇
康
、
阮
籍
、
左
思
、
謝
朓
ら
六
朝
の
文
学
者
を
対
象
と
さ
れ
、

さ
ら
に
『
文
心
雕
龍
』『
詩
品
』
な
ど
の
六
朝
の
文
学
理
論
、
さ
ら
に
空
海
『
文
鏡

秘
府
論
』
の
ご
研
究
に
進
ま
れ
、
一
九
八
九
年
に
『
中
国
の
文
学
理
論
』
に
よ
っ

て
文
学
博
士
の
学
位
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
に
日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
、

二
〇
一
六
年
に
日
本
学
士
院
会
員
に
選
出
、
さ
ら
に
二
〇
一
九
年
に
文
化
功
労
者

の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
報
道
等
に
よ
っ
て
会
員
各
位
ご
存
じ
の
と
お
り

で
す
。
近
年
は
、
ご
自
身
の
師
に
当
た
る
吉
川
幸
次
郎
先
生
の
未
完
の
大
著
『
杜

追
悼 

　
興
膳
宏
先
生

甫
詩
注
』
完
成
の
お
仕
事
に
邁
進
さ
れ
、
そ
の
第
一
期
は
二
〇
一
六
年
に
完
結
、

そ
の
後
は
同
第
二
期
の
お
仕
事
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

書
学
書
道
史
に
関
わ
る
ご
研
究
と
し
て
は
、
ご
専
門
の
六
朝
文
学
・
文
学
理
論

の
視
点
か
ら
王
羲
之
に
つ
い
て
、
ま
た
六
朝
の
書
画
論
に
つ
い
て
の
ご
研
究
を
発

表
さ
れ
、
ま
た
本
学
会
の
『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
16
号
（
二
〇
〇
六
年
）
に
「
杜

甫
の
書
論
―
こ
と
に
同
時
代
批
評
の
視
点
か
ら
―
」
を
、『
書
学
書
道
史
論
叢
／

二
〇
一
一　

創
立
20
周
年
記
念
論
文
集
』（
萱
原
書
房
）
に
「
鄭
虔
と
杜
甫
―
唐

代
書
史
逸
聞
―
」
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
稿
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
書
学
書
道
史
研

究
』
第
５
号
（
一
九
九
五
年
）
の
「
書
学
書
道
史
学
会
五
周
年
記
念
・
誌
上
座
談

会　

書
学
書
道
史
研
究
の
現
状
と
展
望
」
で
は
、
今
な
お
傾
聴
に
値
す
る
ご
所
見

を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

興
膳
先
生
の
ご
学
問
の
特
徴
は
、
六
朝
文
学
・
文
学
理
論
と
い
う
専
門
分
野
を

究
め
ら
れ
た
一
方
で
、
東
洋
の
古
典
文
化
に
対
し
て
広
い
視
野
と
関
心
を
持
た
れ

て
い
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
落
語
を
好
ま
れ
、京
都
国
立
博
物
館
館
長
時
代
に「
京

都
・
ら
く
ご
博
物
館
」
と
い
う
市
民
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
ら
れ
た
こ
と
は
そ

の
一
例
で
す
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
に
『
杜
甫
詩
注
』
完
成
の
た
め
に
始
め
ら
れ

た
読
書
会
を
命
名
す
る
に
あ
た
っ
て
、
か
つ
て
吉
川
幸
次
郎
先
生
が
主
宰
さ
れ
て

い
た
杜
甫
詩
の
読
書
会
「
読
杜
会
」
に
ち
な
み
、
浦
起
龍
の
著
『
読
杜
心
解
』
を

も
じ
っ
た
案
「
読
杜
新
会
」
を
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
興
膳
先
生
の
エ
ス
プ
リ
の

真
骨
頂
で
し
た
。

　

興
膳
先
生
が
本
学
会
に
対
し
て
期
待
さ
れ
た
「
書
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
関
係
あ

る
も
の
を
吸
収
し
総
合
す
る
学
問
」
と
い
う
目
標
を
、
後
学
と
し
て
継
承
す
る
こ

と
を
誓
い
つ
つ
、
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

（
成
田
健
太
郎
）

2020 年 3 月撮影
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令
和
５
年
度
本
学
会
関
係
者
科
学
研
究
費
採
択
一
覧　
　
　
　
　
　

  　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

広 

報 

局

•	
基
盤
研
究
（
Ｓ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
国

際
交
易
都
市
ス
イ
ヤ
ブ
の
成
立
と
変
遷
―
農
耕
都
市
空
間
と

遊
牧
民
世
界
の
共
存
―　

福
井
淳
哉
（
帝
京
大
学
）
※
代
表
： 

山
内
和
也
（
帝
京
大
学
）31,590

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

唐
絵
の
中
の
朝
鮮

絵
画
―
半
島
由
来
絵
画
の
越
境
移
動
と
受
容
史
に
か
ん
す

る
包
括
的
研
究
―　

板
倉
聖
哲
（
東
京
大
学
）
※
代
表
： 

井
手
誠
之
輔
（
九
州
大
学
）6,370

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
令
和
２
～
）　

「
奈
良
朝
勅
定
一
切
経
」

の
総
合
的
研
究
―
漢
文
仏
教
テ
ク
ス
ト
の
資
料
的
基
盤
の
再

構
築
に
向
け
て　

赤
尾
栄
慶
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
）

※
代
表
：
落
合
俊
典
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
）7,410

千

円

•	

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
令
和
２
～
）　

コ
ン
テ
キ
ス
ト
に

応
じ
た
人
文
科
学
デ
ー
タ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に
関
す
る
研
究　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
山
家
浩
樹
（
東
京
大
学
）

6,630

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

漢
文
大
蔵
経
の
文

献
学
的
研
究
基
盤
の
構
築
：
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
底
本
・

校
本
Ｄ
Ｂ
の
活
用
と
拡
充　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
： 

會
谷
佳
光
（
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
）9,230

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

断
片
的
史
料
情
報

の
集
積
と
歴
史
知
識
情
報
の
相
互
参
照
体
制
の
確
立
に
よ
る

新
た
な
史
料
学
構
築
研
究　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
： 

西
田
友
広
（
東
京
大
学
）6,630

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

荘
園
絵
図
調
査
・

解
析
方
法
に
関
す
る
総
括
的
研
究
と
汎
用
的
な
歴
史
地
理

情
報
へ
の
応
用
研
究　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
： 

井
上
聡
（
東
京
大
学
）8,710

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ａ
）
新
規　

大
型
絵
図
類
の
デ
ー
タ
構
造
化
と

関
連
史
料
の
連
携
に
よ
る
南
西
諸
島
「
海
上
の
道
」
の
復
元

的
研
究　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
黒
嶋
敏
（
東
京

大
学
）13,390

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

「
儒
教
美
術
史
」
構

築
の
た
め
の
発
展
的
研
究
―
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
構
造
解

釈
と
研
究
資
源
化　

尾
川
明
穂
（
筑
波
大
学
）
※
代
表
： 

水
野
裕
史
（
筑
波
大
学
）3,900

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

敦
煌
書
儀
・

六
朝
尺
牘
文
献
の
古
代
日
本
へ
の
受
容
実
態
の
展
開　

 

小
林
比
出
代
（
信
州
大
学
）
※
代
表
：
西
一
夫
（
信
州
大
学
）

2,210

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
２
～
）　

美
術
鑑
賞
学
習
指

導
体
系
の
構
築
に
関
す
る
実
践
的
研
究　

萱
の
り
子
（
奈
良

教
育
大
学
）
※
代
表
：
松
岡
宏
明
（
大
阪
総
合
保
育
大
学
）

3,640

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
２
～
）　

中
国
書
画
に
お
け

る
題
跋
等
の
付
属
資
料
に
関
す
る
総
合
的
研
究　

代
表
： 

富
田
淳
（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
東
京
国
立
博
物

館
）　

分
担
：
六
人
部
克
典
（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財

機
構
東
京
国
立
博
物
館
）、
鍋
島
稲
子
（
独
立
行
政
法
人
国

立
文
化
財
機
構
東
京
国
立
博
物
館
）3,250

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

形
象
の
記
述
・
記

録
に
つ
い
て
の
比
較
美
術
史
学
的
研
究　

板
倉
聖
哲
（
東
京

大
学
）
※
代
表
：
秋
山
聰
（
東
京
大
学
）5,200

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

「
水
墨
画
」
と
「
彩
色
画
」

―
１
９
４
５
年
以
降
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
絵
画
表
現
に
関

す
る
調
査
研
究　

板
倉
聖
哲
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
荒
井

経
（
東
京
芸
術
大
学
）3,770

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

デ
ジ
タ
ル
文
学
地

図
の
構
築
と
日
本
古
典
文
学
研
究
・
古
典
教
育
へ
の
展
開 

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
飯
倉
洋
一
（
大
阪
大
学
）

2,600

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

日
本
近
世
史
料

学
の
再
構
築
―
基
幹
史
料
集
の
多
角
的
利
用
環
境
形
成
と

社
会
連
携
を
通
じ
て　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
： 

杉
本
史
子
（
山
田
史
子
）（
東
京
大
学
）5,980

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

戦
前
・
戦
中
の
報

道
写
真
を
用
い
た
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
の
デ
ザ
イ
ン　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
： 

渡
邉
英
徳
（
東
京
大
学
）3,380

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

前
近
代
日
本
の
「
万

国
人
物
図
」
群
が
示
す
人
種
観
と
世
界
観
に
関
す
る
総
合

人
文
学
的
研
究　

成
田
健
太
郎
（
京
都
大
学
）
※
代
表
： 

杉
浦
和
子
（
京
都
大
学
）3,640

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規　

近
世
日
本
の
学
知
と
家
伝
史
料
：

荻
生
家
旧
蔵
史
料
と
水
戸
徳
川
家
旧
蔵
史
料
を
中
心
に　

 

金
子
馨
（
公
益
財
団
法
人
出
光
美
術
館
）
※
代
表
： 

高
山
大
毅
（
東
京
大
学
）4,680
千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規　

文
化
史
資
料
と
し
て
の
抄
物
の
研

究　

近
藤
浩
之
（
北
海
道
大
学
）
※
代
表
：
蔦
清
行
（
北
海

道
大
学
）7,020

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規　

人
文
学
の
研
究
方
法
論
に
基
づ
く

日
本
の
歴
史
的
テ
キ
ス
ト
の
た
め
の
デ
ー
タ
構
造
化
手
法
の

開
発　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
永
崎
研
宣
（
一
般

財
団
法
人
人
文
情
報
学
研
究
所
）6,110

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規　

「
探
究
的
な
学
習
」
の
指
導
が

で
き
る
小
中
学
校
教
員
の
養
成
方
法
の
開
発
と
効
果
検
証　

 

樋
口
咲
子
（
千
葉
大
学
）
※
代
表
：
小
山
義
徳
（
千
葉
大
学
）

3,250

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

関
西
中
国
書
画
碑

帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
研
究
─
未
公
刊
資
料
の
分
析
を
中

心
と
し
て
─　

下
田
章
平
（
相
模
女
子
大
学
）910

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
２
～
）　

近
代
朝
鮮
に
お
け
る

「
書
」
の
創
出
と
展
開
―
官
僚
出
身
書
家
の
動
向
を
中
心
に
―　

 

金
貴
粉
（
津
田
塾
大
学
）650

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

在
日
コ
リ
ア
ン
ハ

ン
セ
ン
病
回
復
者
・
超
高
齢
者
コ
ホ
ー
ト
に
よ
る
被
差
別
経

験
と
健
康
影
響
の
解
明　

金
貴
粉
（
津
田
塾
大
学
）
※
代
表
：

文
鐘
聲
（
畿
央
大
学
）1,040

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
書
教
育
に
関
わ
る
教
員
養
成
学
構
築
の
た
め
の
比
較
研
究　

 

草
津
祐
介
（
都
留
文
科
大
学
）
※
代
表
：
加
藤
泰
弘
（
東
京

学
芸
大
学
）390

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

比
較
書
字
教
育
研

究
に
基
づ
く
左
利
き
者
に
有
効
な
書
写
学
習
モ
デ
ル
の
開
発　

 

小
林
比
出
代
（
信
州
大
学
）910

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

「
文
字
文
化
」
と
し

て
の
手
書
き
文
字
の
総
合
的
理
解
お
よ
び
学
習
方
略
の
研
究　

 

清
水
文
博
（
山
梨
大
学
）1,950

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

論
理
的
記
述
力

を
涵
養
す
る
た
め
の
教
育
方
法
確
立
に
関
す
る
基
礎
研
究　

 

鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
学
）
※
代
表
：
林
篤
裕
（
名
古
屋
工
業

大
学
）780

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

「Pen

はKeyboard

よ
り
も
強
し
」
な
の
か　

鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
学
）
※
代
表
： 

千
々
岩
弘
一
（
鹿
児
島
国
際
大
学
）1,170

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

古
代
エ
ジ
プ
ト
神

官
文
字
写
本
の
地
域
差
を
含
め
た
言
語
記
述
と
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
検

索
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※

代
表
：
永
井
正
勝
（
東
京
大
学
）1,170

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

中
国
と
日
本
の
書

画
に
お
け
る
表
装
文
化
の
総
合
的
研
究　

代
表
：
鍋
島
稲
子

（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
東
京
国
立
博
物
館
）　

分

担
：
富
田
淳
（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
東
京
国
立

博
物
館
）1,430

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

日
本
・
ア
ジ
ア
美

術
史
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
構
築
と
公

開　

板
倉
聖
哲
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
塚
本
麿
充
（
東
京

大
学
）1,300

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

教
科
通
底
的
な
力

を
養
う
書
写
書
道
教
育
の
実
践
的
研
究
―
教
員
の
「
学
び
観
」

形
成
を
軸
に
し
て　

萱
の
り
子
（
奈
良
教
育
大
学
）1,690

千

円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

小
学
校
入
学
時
の

書
字
に
お
け
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発　

齋
木
久
美
（
茨
城
大
学
）1,040

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

清
代
の
書
論
に
お

け
る
図
譜
の
展
開
の
基
礎
的
研
究　

髙
橋
佑
太
（
筑
波
大
学
）

910

千
円

•	
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

水
運
に
よ
る
新
書

体
形
成
過
程
の
解
明
―
墓
誌
と
造
像
題
記
の
差
異
を
読
む
―　

東
賢
司
（
愛
媛
大
学
）1,430

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
４
～
）
小
学
校
国
語
科
書
写

に
お
け
る
硬
筆
・
毛
筆
動
画
教
材
お
よ
び
授
業
モ
デ
ル
解
説

動
画
の
作
成　

樋
口
咲
子
（
千
葉
大
学
）1,300

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

江
戸
期
に
お
け
る

右
字
系
筆
順
と
左
字
系
筆
順
の
書
き
分
け
の
合
理
性
に
関
す

る
研
究　

松
本
仁
志
（
広
島
大
学
）780

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

上
古
中
国
語
ア
ス
ペ
ク
ト
研

究
―
有
標
形
式
と
無
標
形
式
が
表
現
す
る
文
法
的
意
味　

 

大
西
克
也
（
東
京
大
学
）1,040

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

仮
名
資
料
の
表
記
の
実
態
と
故
実

書
と
の
相
関
性
の
分
析
に
基
づ
く
表
記
意
識
の
通
時
的
研
究　

家
入
博
徳
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
）1,430

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

黒
川
家
旧
蔵
資
料
の
調
査
研
究
―

江
戸
か
ら
明
治
期
の
〈
知
〉
の
流
通
と
古
典
学
の
学
術
体
系

の
解
明
―　

家
入
博
徳
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
）

※
代
表
：
江
草
弥
由
起
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
）

1,950

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

近
代
日
本
の
炭
鉱
・
監
獄
・
遊
郭
・

ハ
ン
セ
ン
病
施
設
で
の
労
働
の
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ

テ
ィ
研
究　

金
貴
粉
（
津
田
塾
大
学
）
※
代
表
：
徐
阿
貴
（
福

岡
女
子
大
学
）1,560

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

草
仮
名
中
字
古
筆
お
よ
び
草
書
を

用
い
た
大
学
に
お
け
る
大
字
仮
名
作
品
制
作
指
導
の
研
究　

久
保
田
陽
子
（
岩
手
大
学
）130

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
手
書
き
メ
モ
取
り
過
程
と
話
の
理
解
に
関
す
る
実
証
的
検

討　

鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
学
）1,820

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

「
な
ぜ
、
理
解
で
き
な
い
の

か
」
―
つ
ま
ず
き
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
実
証
的
研
究
―　

 

鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
学
）
※
代
表
：
劉
卿
美
（
長
崎
大
学
）

1,820

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

『
三
国
志
演
義
』
簡
本
系
版
本
の

成
立
と
分
化
の
過
程　

中
川
諭
（
立
正
大
学
）780

千
円

•	

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

近
世
に
お
け
る
入
木
道
の
受
容
と

普
及
に
関
す
る
書
記
史
的
研
究　

宮
本
淳
子
（
東
京
学
芸
大

学
）390

千
円

•	

若
手
研
究　

継
続
（
令
和
３
～
）　

持
続
性
と
利
活
用
性
を
考

慮
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
構
築
手
法
の
開
発　

 

中
村
覚
（
東
京
大
学
）1,430

千
円

•	

若
手
研
究　

継
続
（
令
和
３
～
）　

日
本
書
道
史
の
「
和
様
」

に
関
す
る
文
献
学
的
研
究　

柳
田
さ
や
か
（
東
京
藝
術
大
学
）

780

千
円

•	

挑
戦
的
研
究
（
萌
芽
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

古
典
書
跡

に
注
目
し
た
手
指
書
字
運
動
の
解
析
と
ア
ー
カ
イ
ブ
化　

 

尾
川
明
穂
（
筑
波
大
学
）1,560

千
円

•	

特
別
研
究
員
奨
励
費　

継
続
（
令
和
４
～
）　

帝
国
日
本
に

お
け
る
「
植
民
地
台
湾
・
朝
鮮
書
道
史
」
の
成
立
と
そ
の
展

開
―
自
主
・
協
力
・
抵
抗　

柯
輝
煌
（
東
京
大
学
）500

千

円
＊
本
会
会
員
の
採
択
課
題
に
限
っ
た
が
、
会
員
が
研
究
分
担
者

で
、
研
究
代
表
者
が
非
会
員
で
あ
る
場
合
に
は
、
※
を
付
し

て
代
表
者
を
末
尾
に
付
記
し
た
。
複
数
の
会
員
が
関
わ
る
同

課
題
に
関
し
て
は
、
当
該
課
題
の
も
と
に
代
表
者
と
分
担
者

と
を
併
記
し
た
。
所
属
の
後
の
数
字
は
、
令
和
５
年
度
の
み

の
補
助
金
の
配
分
額
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
事
業
期
間
を
本
年
度
ま
で
延
長
し
た
課

題
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
挙
げ
て
い
な
い
。
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仮
名
に
つ
い
て

王　

娜
婷

　

小
学
生
の
時
、
書
道
の
先
生
と
と
も
に
泉
州

市
の
書
道
展
覧
会
に
行
き
、
曲
線
的
で
気
の
強

い
巨
大
な
作
品
を
見
た
。
先
生
は
「
小
野
道
風

の
書
の
臨
書
で
す
よ
」
と
言
っ
た
。「
あ
れ
は

何
書
で
す
か
」
と
質
問
す
る
と
「
狂
草
で
す
」

と
答
え
た
。
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
仮
名
書
と

の
出
会
い
だ
っ
た
。

　

日
本
に
来
る
前
、大
学
の
祁
小
春
先
生
が
「
必

ず
仮
名
の
書
を
習
い
ま
し
ょ
う
」
と
私
に
念
を

押
し
た
。
来
日
後
、
仮
名
を
実
見
し
て
臨
書
す

る
と
、
空
に
雲
が
流
れ
る
よ
う
な
優
し
い
イ

メ
ー
ジ
が
深
く
脳
裡
に
刻
ま
れ
た
。
仮
名
に
対

す
る
印
象
が
変
わ
っ
た
。

　

泉
州
で
見
た
仮
名
作
品
を
思
い
出
し
た
。
自

国
の
芸
術
が
異
文
化
の
中
で
変
容
す
る
。
こ
れ

を
ど
う
評
価
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。
他
国
の
芸

術
を
自
国
の
理
解
で
学
ぶ
の
か
、
そ
の
国
の
理

解
に
忠
実
で
あ
る
べ
き
か
。
じ
っ
く
り
考
え
て

み
た
い
。

筆
に
込
め
ら
れ
た
想
い
に
馳
せ
る

黒
松　

愛
華

　

令
和
元
年
に
筆
の
都
・
広
島
県
熊
野
町
は
、

兵
庫
県
三
木
市
在
住
の
書
家
、
公こ

う

森も
り

仁
ひ
と
し

氏
に

よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
、
唐
筆
４
５
３
作
品
の
寄

贈
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
際
し
て
、
勤
務
先

の
筆
の
里
工
房
で
は
、
２
月
23
日
（
祝
・
金
）

～
４
月
16
日
（
日
）
の
間
「
三さ

ん

清せ
い

書し
ょ

屋お
く

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
寄
贈
記
念
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
本
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
、「
民
の
な
か
に
こ
そ
、
文
化

が
あ
る
」
と
い
う
公
森
氏
の
考
え
で
、
明
代
か

ら
現
代
に
至
る
民
間
の
筆
匠
（
筆
職
人
や
筆
舗
）

名
が
刻
さ
れ
た
筆
が
系
統
的
に
蒐
集
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
倪
元
璐
や
梁
同
書
な
ど
の

文
人
愛
用
筆
、
愛
玩
の
対
象
と
な
っ
た
装
飾
筆

な
ど
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

書
文
化
の
発
展
を
陰
な
が
ら
大
き
く
支
え
た

筆
の
歴
史
は
も
と
よ
り
、
筆
に
込
め
ら
れ
た

人
々
の
想
い
や
願
い
、
当
時
の
文
化
に
思
い
を

馳
せ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
展
覧
会
準

備
に
励
ん
で
い
ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の
方
に

ご
来
館
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
宋
拓
魅
力
─
碑
帖
珍
本
特
展
」　
　
　
　
　

 

富
田　

淳

　

10
月
20
日
付
け
で
九
州
国
立
博
物
館
長
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
、
異
動
の
慌
た
だ
し
さ
に

か
ま
け
て
、
北
京
・
故
宮
博
物
院
の
文
華
殿
で

開
催
さ
れ
た
「
宋
拓
魅
力
─
碑
帖
珍
本
特
展
」

を
見
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
地
の
友
人
か

ら
も
、
準
備
段
階
の
時
点
で
ぜ
ひ
見
に
来
る
よ

う
勧
め
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
、
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。

　

「
北
宋
書
画
精
華
」
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
、
香
港
中
文
大
学
文
物
館
の
担
当
者
か

ら
贈
呈
さ
れ
た
図
録
を
見
て
、
渇
を
癒
や
し

て
い
ま
す
。
細
部
ま
で
意
匠
を
凝
ら
し
た
そ

の
図
録
か
ら
は
、
関
係
者
の
熱
い
意
気
込
み

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
学
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
同
展

は
パ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
ま
で
ア
ッ
プ
し
て
い

ま
し
た
。
展
覧
会
一
つ
と
っ
て
も
、
彼
我
の

熱
量
の
差
を
痛
感
す
る
こ
と
の
多
い
昨
今
で

す
。

鑑
賞
の
癖

仲
村　

康
太
郎

　

去
る
10
月
、
人
に
誘
わ
れ
て
京
都
文
化
博

物
館
の
特
別
展
「
も
し
も
猫
展
」
を
参
観
し

ま
し
た
。
動
物
の
擬
人
化
を
テ
ー
マ
に
、
猫

に
材
を
取
る
歌
川
国
芳
の
作
品
を
と
り
わ
け

多
く
揃
え
た
、
充
実
し
た
展
覧
会
で
し
た
。

参
観
し
た
日
は
休
日
で
あ
っ
た
た
め
来
場
者

も
多
く
、
み
な
さ
ん
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
絵
の
数
々

を
楽
し
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
小
生
は

と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
絵
の
鑑
賞
も
楽
し
い

の
で
す
が
、
字
が
あ
る
と
つ
い
つ
い
そ
ち
ら

に
目
が
奪
わ
れ
が
ち
で
、
絵
と
文
と
が
交
互

に
続
く
絵
巻
物
や
屏
風
で
は
、
専
ら
字
ば
か

り
に
目
が
向
い
て
い
ま
し
た
。
絵
は
一
瞥
で

済
ま
せ
、
詞
書
の
崩
し
字
と
に
ら
め
っ
こ
す

る
姿
は
、
明
ら
か
に
展
覧
会
の
趣
旨
か
ら
ず

れ
て
お
り
、
傍
か
ら
見
て
奇
異
に
映
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

談
話
室

◆
会
期
当
初
に
『
北
宋
書
画
精
華
』
を
観
覧
し
ま
し

た
が
、
中
国
人
や
欧
米
人
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
コ

ロ
ナ
以
前
の
『
顔
真
卿
展
』
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
へ
屏
風
土
代
を
見
に
行
こ
う
と

思
い
ま
し
た
が
、
事
前
予
約
は
既
に
満
杯
…
初
動
の

遅
さ
を
反
省
し
ま
し
た
。�

（
髙
橋
佑
太
）

◆
二
〇
二
四
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」

放
映
の
影
響
か
書
店
で
は
紫
式
部
や
平
安
貴
族
に
関

す
る
特
集
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
勤
務
先
の
五
島
美

術
館
で
は
令
和
６
年
度
春
の
優
品
展
「
王
朝
文
化
へ

の
あ
こ
が
れ
」に
お
い
て「
国
宝 

源
氏
物
語
絵
巻
」（
期

間
限
定
）
や
令
和
五
年
受
贈
の
古
筆
切
を
公
開
予
定

で
す
。�

（
佐
々
木
佑
記
）

◆
こ
の
会
報
が
刊
行
さ
れ
る
頃
に
は
既
に
行
っ
た
後

に
は
な
る
が
、
４
年
ぶ
り
に
大
学
に
て
海
外
実
地
研

修
が
行
わ
れ
、
台
湾
へ
と
同
行
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。
学
部
時
代
に
も
参
加
し
た
た
め
私
自

身
と
し
て
は
６
年
ぶ
り
の
海
外
研
修
と
な
る
。
現
地

で
し
か
学
び
得
な
い
こ
と
を
大
い
に
吸
収
す
る
と

と
も
に
、
初
め
て
の
台
湾
、
楽
し
ん
で
参
り
ま
す
。

�

（
村
田　

萌
）

◆
第
33
回
大
会
の
報
告
は
、
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日

井
の
手
配
や
春
日
井
市
道
風
記
念
館
に
お
け
る
特
別

閲
覧
を
は
じ
め
、
全
般
に
わ
た
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
道
風
記
念
館
学
芸
員
の
鈴
川
宏
美
様
に
ご
執
筆

い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
制
80
年
を
迎
え
た
書
の
町
春

日
井
で
、
充
実
し
た
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。�

（
髙
橋
利
郎
）

編　

集　

後　

記


